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大正12年（1923）　鳥取高等農業学校（現鳥取大学農学部）に湖山砂丘試験地が設けられ、砂防造林の研究を開始する。
昭和33年（1958）　旧文部省より鳥取大学農学部附属砂丘利用研究施設の設置が認められ、農学部門が発足する。
昭和48年（1973）　それまで行ってきた「砂丘地の農業利用の研究」に「乾燥地の砂漠化防止と農業的利用の研究」を
　　　　　　　　 新たに加える。
昭和53年（1978）　乾燥地研究について他大学教官との共同研究を開始する。
平成２年（1990）　鳥取大学乾燥地研究センターに改組され、全国共同利用施設となる。
平成21年（2009）　共同利用・共同研究拠点として認定される。≪平成22年度～令和9年度≫
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